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科⽬名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⽂国 基礎演習（古典）Ⅰ ○
⽂国 基礎演習（古典）Ⅱ ○
⽂国 基礎演習（近代）Ⅰ ○
⽂国 基礎演習（近代）Ⅱ ○
⽂国 基礎演習（変体仮名） ○
⽂国 基礎演習（漢⽂）Ａ ○
⽂国 基礎演習（漢⽂）Ｂ ○
⽂国 基礎演習（⽇本語） ○
⽂国 国語国⽂学⼊⾨ ○
⽂国 国語学概論 ○
⽂国 総合研究Ⅰ ○
⽂国 総合研究Ⅱ ○
⽂国 テーマ別研究Ⅰ ○
⽂国 テーマ別研究Ⅱ ○
⽂国 テーマ別研究Ⅲ ○
⽂国 テーマ別研究Ⅳ ○
⽂国 キャリア研究 ○
⽂国 卒業論⽂ ○
⽂国 ⽂学史（上代・中古） ○
⽂国 ⽂学史（中世・近世） ○
⽂国 ⽂学史（近代） ○
⽂国 基礎講読Ａ ○
⽂国 基礎講読Ｂ ○
⽂国 基礎講読Ｃ ○
⽂国 基礎講読Ｄ ○
⽂国 上代⽂学演習Ａ ○
⽂国 中古⽂学演習Ａ ○
⽂国 中古⽂学演習Ｂ ○
⽂国 中古⽂学演習Ｃ ○
⽂国 中世⽂学演習Ａ ○
⽂国 中世⽂学演習Ｂ ○
⽂国 近世⽂学演習Ａ ○
⽂国 近世⽂学演習Ｂ ○
⽂国 近世⽂学演習Ｃ ○

卒業認定に関する⽅針（ディプロマ・ポリシー）と科⽬の対応〔2023年度⼊学者〕

専攻する⾔語と⽂学、⽂化に関する教養をもとに、多様な⼈々と協働し、対話する能⼒を⾝につけている。

建学の精神の根幹にあるキリスト教、特にカトリシズムの⼈間観と世界観を理解するとともに、その今⽇的な意義
と課題について⾃⼰及び⼈間の在り⽅を省みつつ論じることができる。あわせて、他者との関わりを通して⾃⼰の
⽣きる意義を探求する態度、他者のために⾃発的に⾏動し協働する意欲をもっている。

時代を超えて普遍的に求められる深い教養と知性、⼤学⽣としての基礎的なスキルやリテラシーを⾝につけてい
る。

現代社会に求められる外国語学習を通じ、異⽂化への深い理解のために必須な能⼒を⾝につけている。

専攻する⾔語と⽂学、⽂化に関して、専⾨的な知識と技能を⾝につけている。

専攻する⾔語と⽂学、⽂化について、特定の問題を掘り下げ、⾃ら調査、研究して考えをまとめることができる。
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科⽬名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⽂国 近代⽂学演習Ａ ○
⽂国 近代⽂学演習Ｂ ○
⽂国 近代⽂学演習Ｃ ○
⽂国 近代⽂学演習Ｄ ○
⽂国 近代⽂学演習Ｅ ○
⽂国 近代⽂学演習Ｆ ○
⽂国 近代⽂学演習Ｇ ○
⽂国 国語学演習Ａ ○
⽂国 国語学演習Ｂ ○
⽂国 漢⽂学演習 ○
⽂国 上代⽂学講義Ａ ○
⽂国 上代⽂学講義Ｂ ○
⽂国 中古⽂学講義Ａ ○
⽂国 中古⽂学講義Ｂ ○
⽂国 中古⽂学講義Ｃ ○
⽂国 中古⽂学講義Ｄ ○
⽂国 中世⽂学講義Ａ ○
⽂国 中世⽂学講義Ｂ ○
⽂国 中世⽂学講義Ｃ ○
⽂国 近世⽂学講義Ａ ○
⽂国 近世⽂学講義Ｂ ○
⽂国 近代⽂学講義Ａ ○
⽂国 近代⽂学講義Ｂ ○
⽂国 近代⽂学講義Ｃ ○
⽂国 近代⽂学講義Ｄ ○
⽂国 国語学講義Ａ ○
⽂国 国語学講義Ｂ ○
⽂国 国語学講義（⾔語と社会）Ⅰ ○
⽂国 国語学講義（⾔語と社会）Ⅱ ○
⽂国 漢⽂学講義 ○
⽂国 中国⽂学講義 ○
⽂国 ⾔語学概論 ○
⽂国 ⾔語学各論（⾔語地理学） ○
⽂国 ⾔語学各論（地域⾔語⽂化論） ○
⽂国 ⾔語学各論（接触場⾯研究） ○
⽂国 対照⾔語学 ○
⽂国 ⽇本語史Ⅰ ○
⽂国 ⽇本語史Ⅱ ○
⽂国 国語国⽂学特講（表現学） ○
⽂国 国語国⽂学特講（⺠俗学） ○
⽂国 国語国⽂学特講（演劇） ○
⽂国 書道 ○
⽂国 書道Ⅱ ○
⽂国 ⽇本中世史 ○
⽂国 ⽇本近代史 ○
⽂国 国語学特講（現代語⽂法） ○
⽂国 国語学特講（⾔語学概論） ○
⽂国 第⼆⾔語習得 ○
⽂国 ⽇本語教育教授法 ○
⽂国 ⽇本語教育研究 ○
⽂国 ⽇本語教育実習 ○
⽂国 国語科教育法ⅠＡ ○
⽂国 国語科教育法ⅠＢ ○
⽂国 国語科教育法特講Ａ ○
⽂国 国語科教育法特講Ｂ ○
⽂国 総合⽇本語ⅠＡ ○
⽂国 総合⽇本語ⅠＢ ○
⽂国 総合⽇本語ⅡＡ ○
⽂国 総合⽇本語ⅡＢ ○
⽂国 異⽂化とコミュニケーション ○
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